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サル赤血球の植物性凝集素 (PEA)に対す

る型特異性に関する研究

水谷 誠 (日本生物学研究所)

18位のマメ科植物を含む41攻の植物性狭袋素 (PfIA)

についてニホンザル15個休,アカゲザル10個体,ブタオ

ザル1個体,ミドリザル1個体,バタス1個休に対する

凝集性を調査した.結果は次の4種に大きく区分 され

た.

1.すべてのサル赤血球に対して陽性のPHA:イン

ゲン,エソドゥ,ソラマメ,カササギマメ,フジ,アカ

シア.二七アカシア,ジャガイモ,ワラビ,ゼソマイ

2. すべてのサル赤血球に対して陰性のPHA:アズ

辛,クfl-,ミ,L'l/〆,,t=イヨウ-ナズオク,ゴボウ,

チシャ,〆イコソ,サツマイモ,ホウレンソー,ナス,

トウモT3コシ,エソジン,パセリ,スイカ,ウリ,オク

ラ

3. サル税調で投錨性の異なるPfIA:ダイズ,ササ

ゲ,ti'-ナツ,オジギソウ,ネム,クズ,-ギ,シソギ

ク,サ トイモ,クリ,カボチャ,ヒマワリ,ミズキ,ソ

テツ,ネギ

4. 11J･ル柾内で個体差を区分すると思われるPHA

ニホンザル :サトイモ,クリ,ソテツ,ネギ,ピーナ

ツ

アカゲザル :クズ,-ギ,ネム,サ トイモ,クリ,カ

ボチャ,ヒマワリ,ソテツ,ネギ

ヒヒ:ネム,シソギク,ネギ

ヒト:ダイズ,クズ,シソギク

今後,超内変異の詳細な調査を行なうとともに多数の

サル塩の凝岱性の調査を行ない,喧 の々PHAに対する

赤血球洗鉱性からみたサル畦間の税縁関係を検索した

い｡

ニホンザルの胃虫の生活史に関する研究1)

町田 昌昭 (科博 ･動物)

ニホソザルにはいわゆる胃虫とよばれる線虫StreiIio-

ilharausi)igmcntatusが寄生し,幸島では本種による

被Trtもあらわれている｡本線虫はSEIiruroideatdt日に

屈し,生活史は投経で,その発育には中間宿主を必要と

するが.これまで生活史に関する研究は全く行なわれて

いない｡そこで次のような調査研究を実施した｡

1. 串也で胃虫の中間宿主と考えられる糞食性甲虫を

1) 荒水潤 (帝京大 ･医) ･松林桁明 ･千集敏郎 (霊

長研)との共同研究｡

採集し,実体顕微鏡下で解剖して,胃虫の被袈幼虫の寄

生状況を調べた｡その結果,亭島からミゾムネマグソコ

ガネAbhodiusmizo,オオ七./チコガネGcotruPes

auratus.クロマルエソマコガネOntho♪hagusaier,コ

ブマルエソマコガネ0.atriPennisの4位の充食性甲虫

を採鉱し,そのうちオオセンチコガネ,クFZマルエソマ

コガネ,コブマルエソマコガネの3位から田虫の被褒幼

虫と思われるものを検出した｡すなわちこれら3位の甲

虫は,胃虫の中間宿主と推定される｡

2･ 甲虫から採取した被襲幼虫を予備実験として家兎

に経口投与したが,感染は成立しなかった｡

3･ ニホンザルにも投与したが,冬季のため十分な被

褒幼虫が採取できず,田虫の生活史を完結するまでに至

っていない.

本研究は50年度も引続き実施中である｡

霊長筆削こおけるインド-)レアミン酸東添加酵

素について
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ウサギ小腸から精製したイソド-ルアミン酸苅添加酵

素はプロト-ムⅠXを祈酵素とする-ム蛋白でありトリ

プト77ソ,5-オキシト1)プト77ソ,トl)ブクミン,

セロトニンなどインドールアミンのピロール群を酸化的

に開裂する｡本酵素による七｡トエソの反応生成物であ

る51オキシキヌレナミソは脳底動泳平滑筋の収鰍 こおい

てセロトニンに対し括抗作用を示す｡従って,インドー

ルアミン酸素添加酵熟 土イソドールアミソの生理作用の

調節に重要な役割を洪ずる可能性が示唆されるので,今

回我々はアカゲザルを用い,本酵素の分布を調べると非

に本酵素がinvivoで機能するか否かを扱来した｡

本酵素活性は肺 ･胃･小腸 ･大腸 ･肺臓 ･肝臓と共に

大動泳 ･気管 ･舌 ･脳などに兄い出され,その分科 まセ

ロトニソが生理活性を示すと考えられる肱掛こ奴略一致

する｡脳内においては松果体 ･泳結膜 ･クモ脱に活性が

高い.これら酵素活性発現には共通してメチレン腎及び

アスコルビン酸が必要である｡

本酵素が fnviz)Oで実際に機能しているか否かを調べ

る目的で5-オキシトリプト77ソを腹追内に投与し,24

時間尿における代謝物を分析した｡芳香族アミノ酸脱炭

酸酵素の阻書剤を併用した時,5-オキシト1)ブトフアン

のピロール環開裂物質である5-オキシキヌレニンが有意
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